
■
納
骨
堂
維
持
費
徴
収
に
関
し
て
の
概
要
■

先
に
お
知
ら
せ
の
と
お
り
、
こ
の
度
光
山
寺
納
骨
堂
利
用
者

平
成
二
十
九
年
度
前
半
の
光
山
寺
行
事
予
定
の
一
覧
で
す
。

の
皆
さ
ま
か
ら
納
骨
堂
維
持
費
を
頂
戴
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

万
障
繰
り
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★
光
山
寺
法
要

た
。
五
月
一
日
・
二
日
に
、
新
納
骨
堂
利
用
規
約
の
概
要
が
説

（

）

（

、

）

明
さ
れ
ま
す
が
、
ご
利
用
の
皆
さ
ま
に
は
詳
細
な
新
規
約
と
同

五
月
一
・
二
日

月
・
火
曜

春
季
永
代
経
法
要

講
師

中
島
昭
念
師

九
月
二
六
・
二
七
日
（
火
・
水
曜
）
秋
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
上
原
泰
教
師
）

意
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
新
利
用
規
約
へ
の
同
意
と
継
続
利
用
、

又
は
利
用
廃
止
を
確
認
す
る
た
め
に

「
光
山
寺
納
骨
堂

利
用

★
山
口
教
区
・
萩
組

平
成
二
十
六
年
六
月
に
、
本

、

五
月
十
五
日
（
月
曜
）

萩
組
初
参
式
（
萩
幼
稚
園
）

願
寺
の
第
二
十
五
代
の
宗
主
・

規
約
同
意
・
使
用
許
可
等

申
請
書
」
に
必
ず
記
入
捺
印
し
て

五
月
未
定
日
（

）

萩
組
総
代
会
総
会
・
研
修
会
（
未
定
）

専
如
門
主
が
法
統
を
継
承
さ
れ

返
信
く
だ
さ
い
。
納
骨
壇
・
位
牌
壇
の
両
方
を
ご
利
用
、
又
は

六
月
一
〇
日
（
土
曜
）

山
口
別
院
、
永
代
経
法
要
（
萩
組
参
拝
日
）

（

）
、

一
般
寺
院
で
い
う
住
職
継
職

他
家
の
管
理
も
さ
れ
て
い
る
方
に
は
複
数
枚
の
記
入
と
な
り
ま

六
月
未
定
日
（

）

萩
組
仏
教
壮
年
会
総
会
・
研
修
会
（
未
定
）

昨
年
の
十
月
よ
り
本
年
五
月
ま

す
。
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
同
封
さ
れ
た
記
入
サ
ン
プ

六
月
十
一
日
（
日
曜
）

萩
組
仏
教
婦
人
会
大
会
（
萩
幼
稚
園
）

で
の
十
期
八
十
日
間
、
八
十
座

ル
を
参
照
し
て
返
信
専
用
封
筒
で
返
信
く
だ
さ
い
。（
切
手
は
不
要

七
月
二
二
・
二
三
日
（
土
・
日
曜
）
萩
組
子
供
一
泊
合
宿
（
萩
幼
稚
園
）

の
伝
灯
統
奉
告
法
要
が
修
行
さ

で
す
、
同
意
申
請
用
紙
の
み
を
返
信
く
だ
さ
い
）
返
信
締
め
切
り
は
五

七
月
三
〇
日
（
日
曜
）

萩
組
聞
信
徒
の
集
い
（
萩
幼
稚
園
）

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
伝
灯
奉
告

月
末
で
す
。

尚
、
主
な
変
更
点
は
左
記
に
な
り
ま
す
。

□
維
持
費

の
徴
収
開
始
時
期

午
前
九
時
（
本
堂
）

法
要
は
ご
門
主
さ
ま
が
、
法
統

★
子
供
会
（
土
曜
学
校
）

（
電
気
料
、
清
掃
費
、
部
分
修
理
費
な
ど
）

五
月
未
定
日
（

曜

・
六
月
一
七
日
（
土
曜

・
七
月

二
日
（
日
曜
）

を
継
承
さ
れ
た
事
を
ご
本
山
本

※
維
持
費
は
使
用
開
始
の
翌
年
度
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
と
す
る
。

）

）

八
月

五
日
（
土
曜
）

※
原
則
第
三
土
曜
家
族
の
日
に
開
催
。

願
寺
の
阿
弥
陀
さ
ま
と
宗
祖
親

□
位
牌
壇
に
つ
い
て
、
新
規
の
永
代
使
用
は
今
後
取
り
扱
わ
な
い
。

□
納
骨
堂

納
骨
壇
・
位
牌
壇

で
の
維
持
費
は
次
の
と
お
り
と
す
る

子
供
会
と
合
同
開
催
（
庫
裏
）

鸞
聖
人
の
御
前
に
奉
告
す
る
法

★
仏
教
青
年
会

（

）

。

要

★
仏
教
壮
年
会

で
、
一
般
寺
院
で
い
う
住
職
継
職
法
要
に
あ
た
り
ま
す
。

※
納
骨
壇
の
維
持
費
（
年
額
）
は
三
千
円
、
位
牌
壇
の
維
持
費
（
年

六
月
十
一
日
（
日
曜
）
午
後
六
時

仏
教
壮
年
会
総
会
（
本
堂
）

こ
の
勝
縁
に
萩
組
か
ら
八
十
二
名
が
、
三
月
二
十
八
日
に
団
体

額
）
は
二
千
円
と
す
る
。

参
拝

★
仏
教
婦
人
会

し
ま
し
た
。
光
山
寺
か
ら
は
十
名
が
法
要
に
参
拝
し
、
萩
組

□
継
承
者
（
相
続
人
等
）
不
在
に
お
け
る
永
代
管
理
期
間
は
十
五
年
と

五
月
二
一
日
（
日
曜
）
午
前
九
時
半

光
山
寺
初
参
式

の
皆
さ
ま
と
喜
び
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

す
る
。

五
月
二
七
日
（
土
曜
）
午
後
一
時
半

全
役
員
会

■
萩
市
民
館
で「
仏
教
讃
歌
の
つ
ど
い
」
開
催
！
■

※
十
五
年
経
過
し
た
時
点
で
、
住
職
・
総
代
会
と
協
議
の
う
え
移
転

六
月
二
二
日
（
木
曜
）
午
前
八
時
半

清
掃
・
莊
厳
・
リ
ハ
ー
サ
ル

本
年

し
て
い
た
だ
き
ま
す

七
月
八
日
（
土
曜
日
）
に
萩
市
民
館
で
「
仏
教
讃
歌
の
つ
ど
い
」

。（
無
縁
共
同
墓
・
位
牌
堂
へ
移
転
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

）。

が
開
催

（
講
師
、

師
）

さ
れ
ま
す
。
本
年
は
光
山
寺
コ
ー
ラ
ス
無
憂
華
（
指
導
、
山
中
喜

■
住
職
補
任
式
に

上

山
し
ま
し
た
■

六
月
二
四
・
二
五
日
（
土
・
日
曜
）
寺
婦
人
会
法
座

藤
本
弘
信

む

ゆ
う

げ

じ
よ
う

ざ
ん

五
月
一
四
日
（
日
曜
）
午
後
二
時

合
同

久
子
）
の
引
き
受
け
に
て
、
山
口
教
区
内
の
仏
教
コ
ー
ラ
ス
の
十
数
団
体

、

去
る
二
月
八
日

若
院
が
光
山
寺
住
職
の
辞
令
を
ご
門
主
さ
ま
か
ら
頂

★
総
代
会

五
月
一
四
日
（
日
曜
）
午
後
二
時

（
本
堂
）

が
参
加
し
ま
す
。
入
場
料
は
無
料
で
、
開
場
十
二
時
半
、
開
会
十
三
時
か

戴
す
る
住
職
補
任
式
を
本
願
寺
で
受
式
し
ま
し
た
。
責
任
総
代
の
堀
誠
一
さ

★
護
持
会

総
会

午
後
八
時
（
本
堂
）

ら
と
な
り
ま
す
。

ん
と
京
都
の
ご
本
山
に
上
山
し
、

★
お
経
の
練
習
会
（
旧
、
礼
讃
の
夕
べ
）

五
月
十
三
日
（
土
曜

・
六
月

十
日
（
土
曜

・
七
月

一
日
（
土
曜
）

歌
で
伝
え
る
仏
さ
ま
の
心

厳
寒
の
時
期
で
は
あ
り
ま
し
た
が

）

）

八
月

五
日
（
土
曜

・
九
月

九
日
（
土
曜

・
十
月
一
四
日
（
土
曜
）

と
お
慈
悲
の
温
も
り
を
多
く

無
事
に
受
式
し
ま
し
た
。

）

）

午
後
八
時
（
本
堂
）

の
皆
さ
ま
に
感
じ
て
戴
け
た

尚
、
光
山
寺
で
の
住
職
継
職

★
親
鸞
聖
人
讃
仰
会

六
月
一
九
日
（
月
曜

・
八
月
七
日
（
月
曜
）

ら
と
思
い
ま
す
。
是
非
、
光

法
要
は
平
成
三
十
一
年
以
降
を

）

五
月
二
八
日
（
日
曜
）

山
寺
コ
ー
ラ
ス
の
日
頃
の
練

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
決

★
雅
楽
練
習
会

午
後
七
時
半
（
庫
裏
）

※
コ
ー
ラ
ス
の
練
習
日
程
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

習
成
果
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

定
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話

西
本
願
寺
の
時
間

毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分

（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）

（第６１号） 光山寺新聞 ２０１７年（平成２９年）５月１日（月曜日）



山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話

西
本
願
寺
の
時
間

毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分

（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
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（『
仏
教
用
語
豆
辞
典
一
〇
〇
』本
願
寺
出
版
社
よ
り
）

■
お
寺
で
合
コ
ン（
て
ら
婚
）の
ご
案
内
■

■
仏
教
豆
辞
典
■

こ
ん

「
獅
子
身
中
の
虫
」

昨
年
十
二
月
三
日
に
、
山
口
教
区
の
寺
族
青

年
会
の
若
朋
会
と
仏
教
青
年
会
の
合
同
主
催
に

『
梵
網
経
』と
い
う
お
経
の
中
に「
師
子
身
中
の
虫
、自
ら
獅
子
の
肉
を
食
う
」と

●
お
経
の
練
習
会
（
旧
、礼
讃
の
夕
）五
月
十
三
日（
土
曜
日
）午
後
八
時
よ
り
今
年
も
！

て「
て
ら
婚
～
お
寺
で
結
ぶ
よ
い
ご
縁
」
が
開
催
さ

い
う
た
と
え
の
文
が
あ
り
ま
す
。師
子
は
獅
子
・
ラ
イ
オ
ン
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。

「
正
信
念
仏
偈
」の
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
お
経
の
練
習
会
も

と
な
り

今
年
で
二
十
七
年
目

れ
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
数
年
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た

ラ
イ
オ
ン
の
体
内
に
寄
生
し
て
い
る
虫
は
、ラ
イ
オ
ン
の
体
の
中
に
住
ん
で
恩
恵
を

ま
す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
お
経
の
練
習
会
と
し
て
、本
年
も
五
月
か
ら
十
月
ま
で
の
月
一

が
、今
回
は
趣
向
を
変
え
て
バ
ス
ツ
ア
ー
で
、萩
の
街

受
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、そ
の
肉
を
食
い
、し
か
も
身
内
の
者
の
よ
う
な
顔
を

度
の
練
習
（
原
則
第
二
土
曜
日
の
午
後
八
時
）で
、お
経
本（
聖
典
）を
中
心
に
日
常
の
基
本
的

で
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
毎
回
男
女

し
て
い
る
と
、説
明
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、仏
弟
子
の
中
に
も
、こ
の
虫
の
よ
う
な
者

勤

行
の
一
通
り
を
練
習
し
た
い
と
思
い
ま
す
。お
経
本
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
光
山
寺
に
て
用

ご
ん
ぎ
よ
う

同
数
の
限
定
参
加
者
募
集
で
す
が
、い
つ
も
女
性

が
い
て
、仏
教
徒
の
顔
を
し
な
が
ら
、実
は
仏
法
を
破
っ
て
い
る
と
、
警
告
し
て
い
る

意
し
ま
す
の
で
参
加
当
日
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

参
加
者
が
先
に
定
員
に
達
し
ま
す
。今
回
の
バ
ス
ツ

の
で
す
。こ
の
た
と
え
が「
獅
子
身
中
の
虫
」と
い
う
諺
に
な
り
ま
し
た
。
団
体
や
グ

最
近
は
新
し
い
参
加
の
方
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
特
に
壮
年
の
方
、は
じ
め
て
参
加
の
方
は

ア
ー
て
ら
婚
で
は
三
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。
本
年
度
の
予
定
は
未
定

ル
ー
プ
な
ど
で
、味
方
の
よ
う
な
顔
を
し
な
が
ら
内
部
か
ら

禍

を
発
生
さ
せ
る

大
歓
迎
で
す
。（
お
申
し
込
み
は
不
要
・
無
料
で
す
）

わ
ざ
わ
い

で
す
が
、秋
に
は
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

も
の
、恩
を
仇
で
返
す
者
、裏
切
り
者
を
指
し
て
い
ま
す
。百
獣
の
王
と
い
わ
れ
る
ラ

●
光
山
寺
初
参
式

五
月
二
十
一
日
（
日
曜
）午
前
九
時
半

イ
オ
ン
で
も
、内
部
か
ら
の
禍
は
お
そ
ろ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
。

親
鸞
聖
人
の
ご
誕
生
月
で
あ
る
五
月
に
は
毎
年
婦
人
会
主
催
に
よ
り
初
参
式
を
実
施
し
て

■
除
夜
会
で
富
く
じ
抽
選
会
を
盛
大
に
開
催
■

「
師
匠
」

い
ま
す
。
今
年
も
五
月
二
十
一
日
光
山
寺
本
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。生
後
三
年
く
ら
い
ま
で

大
晦
日
恒
例
の
除
夜
会
で
は
、昨
年
末
も
富
く
じ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

「
せ
ん
せ
い
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
…
…
で
な
し
」と
、陰
口
を
た
た
か
れ
る
ほ
ど
、先

の
お
子
さ
ん
が
対
象
と
な
り
ま
す
。仏
の
子
と
し
て
育
つ
た
め
仏
教
の
ご
縁
に
初
め
て
あ
う
合
同

例
年
、除
夜
会
は
大
晦
日
午
後
十
一
時
半
す
ぎ
よ
り
開
催
さ
れ
る
が
、平
成

生
と
い
う
名
称
は
、ど
の
分
野
で
も
、
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
ほ
ど

の
初
参
式
で
す
。
昨
今
子
供
の
減
少
が
激
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、ど
う
か
ご
親
戚
等
に
対
象
と
な

二
六
年
よ
り
鐘
を
つ
か
れ
る
方
全
員
に
富
く
じ
抽
選
券
を
配
布
し
、除
夜
会

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
師
匠
と
い
う
名
称
も
広
い
範
囲
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
師
匠

る
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
是
非
お
申
し
込
み
、
ご
参
加

終
了
後
の
新
年
の
お
勤
め
の「
修
正
会
」に
引

は
、も
と
も
と
仏
教
の
師
の
こ
と
を
い
い
ま
し
た
。
匠
と
は
大
工
と
い
う
意
味
で
す
。

く
だ
さ
い
。

き
続
き
、富
く
じ
抽
選
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

師
が
弟
子
に
、仏
道
修
行
の
基
本
的
な
修
行
で
あ
る
戎
（
戒
律
）・
定（
禅
定
）・
慧（

尚
、お
子
さ
ん
の
お
名
前
・
生
年
月
日
等
を
光
山
寺
ま
で
ご
連
絡

昨
年
も
九
十
名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、富

智
慧
）の
三
学
を
育
成
す
る
そ
の
や
り
方
が
、ち
ょ
う
ど
工
匠
が
器
を
た
く
み
に
造

く
だ
さ
い
。当
日
参
加
で
き
な
い
方
は
個
別
の
初
参
式
や
自
宅
で
の
初

く
じ
景
品
を
得
た
人
も
二
十
人
と
、
盛
況
に
て

り
上
げ
て
い
く
の
と
同
じ
だ
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、た
と
え
て
匠
と
い
っ
た
の
が
始
め
で

参
式
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。ま
た
、
萩
組
の
初
参
式
は
五
月
十
六

終
了
し
ま
し
た
。
景
品
出
品
経
費
に
際
し
て
は

す
。師
匠
は
そ
の
後
、学
問
や
芸
術
、ま
た
は
武
芸
な
ど
を
教
え
る
人
も
さ
す
よ
う

日
に
萩
幼
稚
園
に
て
開
催
予
定
で
す
。

総
代
会
と
仏
教
青
年
会
よ
り
、ま
た
福
引
き
抽

に
な
り
、近
世
以
後
は
、
歌
舞
音
曲
な
ど
、遊
芸
の
教
授
も「
お
師
匠
さ
ん
」
と
呼

●
親
鸞
聖
人
鑚
仰
会

会
員
募
集
！

選
会
で
は
仏
教
壮
年
会
員
に
ご
協
力
頂
き
ま

ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。と
く
に
落
後
界
な
ど
で
は
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
ま
す
。

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
鑚
仰
し
、同
朋
と
し
て
の
親
睦
を
深
め
る
事
を
目
的
と
し
た「
親
鸞

し
た
。

■

■

「
四
天
王
」

聖
人
鑚
仰
会
」
を

し
ま
し
た
の
で
、新
規
会
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
ご
門

四
月
よ
り
ス
タ
ー
ト

お
寺
で
カ
レ
ー
を
食
べ
よ
う（
山
口
別
院
）

ゴ
ル
フ
界
の
三
羽
烏
と
か
歌
謡
界
の
ご
三
家
な
ど
、あ
る
分
野
で
優
れ
た
人
が

徒
に
限
ら
ず
、年
齢
・
男
女
を
一
切
問
わ
ず
、広
く
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
勉
強
す
る
学
習
会

山
口
教
区
仏
教
青
年
連
盟
で
は
、お
手
を
ご

三
人
い
る
と
、一
ま
と
め
に
こ
う
呼
ん
で
い
ま
す
が
、四
人
の
場
合
に
は
よ
く
「
四
天

で
す
。
年
会
費
は
二
千
円
で
二
ヶ
月
に
一
回
の
開
催
。
昨
年
度
か
ら
は
、正
信
念
仏
偈
を
正
し

縁
に
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
る
交
流
の
場
と

王
」
と
い
い
ま
す
。わ
が
社
の
酒
豪
四
天
王
や
カ
ラ
オ
ケ
四
天
王
な
ど
、世
間
に
は

く
学
ぶ
こ
と
を
中
心
に
学
習
し
て
い
ま
す
。浄
土
真
宗
聖
典
註
釈
版
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、お

し
て
、定
期
的
に「
Ｂ
Ａ
Ｒ
」
を
開
催
し
て
お
り
ま

い
ろ
い
ろ
な
四
天
王
が
い
る
も
の
で
す
。仏
教
で
い
う
四
天
王
は
、世
界
の
中
心
に
そ

持
ち
で
な
い
方
は
申
し
出
く
だ
さ
い
。
尚
、開
催
は

す
。
今
回
は
お
釈
迦
さ
ま
と
親
鸞
さ
ま
の
誕
生

偶
数
月
第
三
月
曜
日
午
後
八
時
よ
り（
次

び
え
る
須
弥
山
の
中
腹
に
あ
る
四
方
の
天
に
い
る
主
で
、帝

釈

天
に
仕
え
仏
法
を

回
六
月
十
九
日
）

五
月
十
三
日（
土
曜
）午

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
詳
細
は
別
紙
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）
日
を
お
祝
い
し
よ
う
と

た
い
し
や
く
て
ん

守
護
す
る
四
神
の
こ
と
で
す
。
東
方
の
持
国
天
、
南
方
の
増

長

天
、
西
方
の
広
目

●
萩
組
門
信
徒
の
集
い
（
記
念
法
座
）
今
年
も
萩
幼
稚
園
に
て
開
催

後
五
時
よ
り
本
願
寺
山
口
別
院
に
て
本
格
カ

じ

こ
く
て
ん

ぞ
う
じ
よ
う
て
ん

こ
う
も
く

天
、北
方
の
多
聞
天
で
す
。こ
れ
ら
は
勇
猛
な
神
な
の
で
、武
勇
に
優
れ
た
四
人
を

前
ご
門
主
さ
ま
の
萩
組
ご
巡
教
を
記
念
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
る
萩
組
聞
信
徒
の
集
い（
記

レ
ー
を
中
心
と
し
た
バ
ー
を
開
催
し
ま
す
。ア
ル

て
ん

た

も
ん
て
ん

四
天
王
と
呼
び
ま
し
た
。
渡

辺
網
・
坂
田
金
時
・
確
井
貞
光
・
ト
部
季
武
は
源
頼

念
法
座
）は
、本
年
度
は
萩
幼
稚
園
を
会
場
に
、七
月
三
十
日
（
日
曜
日
）の
午
後
一
時
半
か
ら
コ
ー
ル
を
飲
ま
れ
る
方
は
会
費
二
千
円
、ノ
ン
ア

わ
た
な
べ
の
つ
な

う
す

い

さ
だ
み
つ

う
ら
べ
の
す
え
た
け

光
の
四
天
王
で
す
が
、
源
義
経
の
四
天
王
、織
田
信
長
の
四
天
王
、徳
川
家
康
の

開
催
さ
れ
ま
す
。本
年
は
、行
信
教
校
教
授
の
天
岸
浄
圓
先
生
を
迎
え
て
ご
法
話
頂
く
予
定
で

ル
コ
ー
ル
の
方
は
千
円
に
て
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
や
飲

四
天
王
は
誰
か
を
ご
存
じ
で
す
か
。や
が
て
、和
歌
の
四
天
王
と
か
弓
馬
の
四
天

す
。
真
夏
の
暑
い
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、萩
幼
稚
園
で
は
冷
房
等
も
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
多

料
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。ど
な
で
も
ご
参
加
く

王
な
ど
と
広
い
分
野
に
も
用
い
ら
れ
、今
日
の
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
の
で
、お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

だ
さ
い
。


